
「ゆうゆう会 第10回 結成10周年記念 総会懇親会 開催報告」 

                                         報告者 ゆうゆう会世話人代行 
                                     社友会広島支部地区委員 
                                                   山根行雄 

開催⽇時  Ｈ25年11⽉5⽇(⽕） ＡＭ１１：３０〜１５：３０ 

開催会場  ホテルＪＡＬシティ広島 ２Ｆ宴会場 シリウスの間 

参加者   60名(男性56名＋⼥性4名）（社友会員49名＋OB会員11名） 

開催内容   冒頭 参加者全員記念撮影 実施 

                        ※（⼈名 敬称略） 
   式典の部     司会進行         奥村正男(世話人） 

   （１）ゆうゆう会代表挨拶 (下記3点、表明)   檜原繁彦 
① ゆうゆう会 結成の経緯(苦労した話）  
当初世話人(檜原繁彦/三島博美/片山朗/中村吉克/児玉和夫/金子占領/越智光夫/牛島暸一）8名にて広島ビル勤務OB
在住者リスト作成につき、１年以上掛けて世話人全員で手分けして関係先を当たり会員確保、2003年に社友会広
島支部（事業部主体）との交渉の結果社友会広島支部の賛助グル-プとして「営業関係OB（家電・SFC・SEK・
事務機・設備）の会（ゆうゆう会）」発足、其の後、一部若手退職OB（広島ビル）を世話人に加えながら、毎年
1回「懇親の集い」を開催、参加者全員に楽しんで戴ける様、色んなアイデア提案に基づくイベント企画にチャ
レンジ、年々、会員増員に努め 現在(155名余り）になりました。 
② ゆうゆう会代表退任表明 
此大会を区切りに、次の10年へ新たなる取り組みにあたり、私は退任して、代表責任者の役を後進にお願いいた
したい。次年度2月頃に世話人会にて新代表を選出、「ゆうゆう会」新たな10年に向け果敢にチャレンジいただ
きたい。次の世話人会迄の代表責任者の業務遂行につき、「片山朗」さまへ業務代行をお願い申し上げます。 
③ １０周年記念イベントでの特別演技披露の件 
発足時、ゆうゆう会結成を祝い、退職してからは、現役時代の指示関係等に全く捉われず、社友仲間が気軽に交
流を楽しめる上から、自分自ら、昔の鬼軍曹のイメージを払拭一新致したく、社交ダンスの披露にて特別パント
マイムを演出面白可笑しく演技を皆さんに再度ご披露して結成10周年記念イベントの祝いといたしたいと存じ
ます。 
(２)  来賓挨拶(下記3点表明)  社友会広島支部長  山本孝喜 
①ゆうゆう会 結成10周年記念総会懇親会 ご招聘返礼 
 「ゆうゆう会さま、結成10周年記念 総会懇親会 ご開催眞におめでとう ございます。」此のたびは、本記
念大会へ、社友会広島支部役員2名(山本支部長、東副支部長）のお招きを戴き、心より感謝申し上げます、 
②シャープ本社の現況連絡 並びに バイシャープ支援願い 
 依然として厳しい環境が続いておりますが、今季中間決算 黒字転換、株価も本年、6月頃600円台迄回復して
参りましたが、現時点、資本金増額業務提携先より、増資支援や資本金増資の一般公募等により200円台となっ
ています。社友会として昨年度はバイシャープ運動に協力、広島支部は全社友会実績の過半の金額実績を上げて
シャープ支援推進をいたしました。今季も引続き広島支部独自にバイシャープ運動を推進中で４～１０月間で
1000万円強の支援実績が上がっております。今後共、温かい協力ご支援を賜ります様、お願い申し上げます。 



③藍綬褒章授受のお礼 
 此度 2回目の藍綬褒章を授受する事になりました。大変 高い処ところからですか、この場をかりて、一言、   
お礼をもうしあげます。今回の褒章につき、シャープ社友仲間のご支援をはじめ、関係者の皆様の温かいご支援
の賜物と心より皆様方へ深謝申しあげます。 

（３）清興 （祝儀 日舞）  題「 壽 」 ゆうゆう会員   佐々木和治 

（４）乾杯の音頭                   新入会員代表   松尾  広美 
  会食団欒タイム     （ １５分余り ） 

（５）特別参加賞授与 ・・・・・・2名の会員へ贈呈    

   （皆勤表彰：10年連続参加）⼤原  敏郎 / （遠⽅連続参加表彰） 崎⼭  喬 
ゆうゆう会代表・檜原繁彦より 表彰状＆副賞授与 

（６）初参加 会員自己紹介・・・・ 4名の会員  

(勝平紳)   （狩野窪久⼠)   （冨⽥敦男）   （松尾広美） 

（７）社友会広島支部 [ 活動紹介 ]   社友会広島支部副支部長   東 秀次 

液晶プロゼクターにて⼤型スクリーン映像で広島⽀部ＨＰ・同好会、他説明 

 

 懇親会・余興の部  

  懇親会に⼊り 余興の演技やカラオケ⼤会に⼊り、参加者の皆様各円卓を囲み、会⾷しながら、杯を交わして懐かし職

場の社友と 暫し昔に還って昔場話や近況等情報交歓し、和気藹々に旧交と親睦を⼤いに温め、明⽇へ活⼒を貰い、ご満⾜

の雰囲気で会場は⼤いに盛会裡となりました。 

（８）特技演技披露  

  ○シャンソン歌唱     曲⽬（枯葉）  ⽚⼭朗 アコーデイオン伴奏者（粟⽥さん)※ 別途 2 曲特別演奏 

 ○社交ダンス演技    演⽬（ワルツ ＆ タンゴ）  檜原繁彦  ＆  佐藤和前座として特別パントマイム披露 

（９） カラオケ⼤会・・・・・・・所属会社別対抗 
  司会進⾏ ゆうゆう会員  内藤恒夫 

 副賞授与 ゆうゆう会世話⼈ 中村吉克 

 （ 所属 ）     （ 出演者 ）         （ 曲⽬ ） 

  家電＆⼥⼦代表     ⽊村謙⼀ ＆ ⽥辺真由美   「 ⼆⼈の⼤阪 」 

 SFC          宮本武            「 夢の花を咲かせよう 」 

 SEK          益⽥猛            「 望郷酒場 」 

 設備          松尾広美                   ｢ ⻑い夜 ｣ 

（１０）中締め  ゆうゆう会世話⼈      ⽚⼭ 朗 
 参加者全員へ参加御礼、新たな 10 年にチャレンジ」の表明と「世界遺産：富⼠⼭絵⼊」カレンダー記念品配布説明     

 其の後、万歳三昌に代えて、                

  ⼤型スクリーンの投映画像を観ながら、⼤震災応援歌「 花 」をゆうゆう会世話⼈ の⾕⼝真貴男さの熱唱、美声に

先導されて歌声が素敵なハーモニーとなり、新鮮なフィニッシューの⾼揚感に包まれて、お互いに再会を約して元気に散会、

帰路につきました。 
 



 作品展示展   

   今回、特別記念 総会懇親会の開催にあたり、新企画として会員有志による、「絵画、写真、書道作品」等の特別展⽰

披露の賛助をお願いして⼤会に華を添えて戴きました。いずれも、プロに劣らぬ傑作揃いの作品出品で  参加者に⽅々も

熱⼼に鑑賞されて、従来にない⼤会盛り上げとなりました。 

出品者と作品紹介 

     宮本武さん                                    波紘紀さん   

油彩画 ４点                           写真 ６点 
タイトル ①「想」（サイズ６号）       タイトル①「楽チン・楽チン」（額装５０㌢×５８５㌢）  

タイトル ②「樹」（サイズＳＭ）       タイトル②「棚⽥情景」（パネル５１㌢×４２㌢） 

タイトル ③「ＨＥＬＧＡ」（サイズ４号）    タイトル③「棚⽥の夜明け」（パネル５１㌢×４２㌢） 

タイトル ④「刻」(サイズ６号)        タイトル④「繁栄への営み」（パネル５１㌢×４２㌢） 

                    タイトル⑤「プラットホームの⼥」（パネル５３㌢×４２㌢） 

                    タイトル⑥「天体ショー」（額装５０㌢×５８．５㌢）  

⽔彩スケッチ画 ３点                          下重進さん 写真２点 

タイトル ①「ひまわり畑」(サイズ３号)     タイトル①「⼣暮れの多宝塔」（サイズ ５０㌢×５０㌢） 

タイトル ②「⾚い村」（サイズ３号）         タイトル②「錦川清流花⽕⼤会」（サイズ ５０㌢×５０㌢） 

タイトル ③「アルルの⼥」（サイズ３号） 

⼭澤純⼀さん 

タイトル①「尋万⾥⻑城」（額装６０㌢×１２０㌢）  漢詩額(漢詩読み下し⽂ ３２㌢×２７㌢) 

タイトル②「中国張家界⾬後」（５５㌢×１２０㌢） 漢詩額(漢詩読み下し⽂ ３２㌢×２７㌢) 

⼭根⾏雄さん 

タイトル①「夢回宇宙」（額装 ５５㌢×７０㌢） 

・ 所感   

 ゆうゆう会結成１０周年記念総会懇親会の開催につき、 

私⾃⾝、節⽬の年（古稀の年）を迎える年でもあり、将来、記憶に残る⼤会になるように念願、世話⼈全員にて企画提

案や  参加者動員に⼀致団結して⼤会盛り上げに注⼒いたしました。お蔭様で、60 名余の参加者動員や 

初企画・・「作品展⽰会」・「別対抗カラオケ⼤会」・特技演技披露(シャンソン/社交ダンス)」に加え、「祝儀舞踊 (⽇舞 壽)」

更に「皆勤参加者表彰」・「特別記念品配布：（世界遺産：冨⼠⼭の⼈気カレンダー）」等々 世話⼈や参加者の皆様の温

かいご協⼒とご⽀援により「⼿作りの結成 10 周年記念の⼤会開催」が叶い、無事終了出来、感謝している次第です。  

反省点、今回 総会懇親会につき、従来はウイークディー開催していましたが、アンケート実施して、はじめて、ご希望が

多かった平⽇開催に切り替え実施いたしましたが未だ、お勤めの⽅、通院される⽅、町内⾏事や其の他グループ⾏事に参加

される⽅々も多く、中々、ご参加戴けるタイムスケジュール調整が難しく、加えて、ご参加者の⾼齢化もあり参加動員の問

題が⼀番苦労いたしました。此の問題は毎回、懸案事項ですが、今回実施状況を参考に次回以降の開催等につき、慎重に取

り組んで参りたいと存じます。 

「最後に、参加者の皆さんへ ⼼より、感謝申し上げます。」 

以上 


